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平成22年度　公営企業会計決算平成22年度 国民健康保険特別会計歳入歳出決算

　平成 22 年度の年間平均の国保加入世帯数は
7,325 世帯で、被保険者数は 13,675 人でした。
　被保険者の内訳は、一般被保険者 12,714 人、退
職被保険者 961 人となっています。前年度と比較
して、加入世帯は 68 世帯の増、被保険者は 30 人
の増となっています。

　決算収支は、歳入総額が53億8,836万2,480円、
歳出総額が 52 億 7,592 万 7,026 円で、歳入総額
から歳出総額を差し引いた額は1億1,243万5,454
円となりました。これは、全額翌年度への繰越金と
しました。

診療費などの状況（平成20～ 22年度）

歳　
　
　
　

入

科　　　目 予算現額（千円） 収入済額（千円） 収入率 収入済額の
対前年度比

国 民 健 康 保 険 税 1,119,528 1,152,511 102.9% 98.5%
国 庫 支 出 金 1,385,444 1,443,313 104.2% 96.5%
県　 支　 出　 金 211,944 223,213 105.3% 104.6%
療養給付費交付金 307,036 307,035 100.0% 92.5%
前期高齢者交付金 1,045,339 1,045,340 100.0% 108.0%
共 同 事 業 交 付 金 735,695 680,034 92.4% 96.9%

繰入金 一般会計繰入金 315,236 315,237 100.0% 118.6%
基金繰入金 100,000 100,000 100.0% 100.0%

繰　　 越　　 金 107,167 107,166 100.0% 159.1%
そ の 他 の 収 入 11,486 14,513 126.4% 39.6%

歳　　入　　合　　計 5,338,875 5,388,362 100.9% 101.3%

歳　
　
　

出

科　　　目 予算現額（千円） 支出済額（千円） 執行率 支出済額の
対前年度比

総 　 務 　 費 29,847 29,132 97.6% 139.1%
保 険 給 付 費 3,646,768 3,606,722 98.9% 101.8%
後期高齢者支援金等 550,434 550,433 100.0% 95.4%
前期高齢者納付金等 949 949 100.0% 57.8%
老 人 保 健 拠 出 金 11,128 11,127 100.0% 25.7%
介 護 納 付 金 241,873 241,873 100.0% 105.4%
共 同 事 業 拠 出 金 716,665 716,359 100.0% 113.0%
保 健 事 業 費 63,449 57,889 91.2% 101.0%
そ の 他 の 支 出 77,762 61,443 79.0% 35.7%

歳　　出　　合　　計 5,338,875 5,275,927 98.8% 103.2%

問い合わせ先　健康づくり推進課　国保年金班（西合志庁舎）　☎２４２－１１８３ 問い合わせ先　上下水道課（合志庁舎）　☎２４８－１２３２

※ 各指標とも、平成20年度の合志市の数値を基準とし
て増減を表示しています。なお、平成22年度の熊本
県の数値は現時点での速報値で、確定ではありません。

水道事業会計決算
　平成22年度水道事業会計の決算状況は、3年ぶり
に有収水量（給水量）が増加したことに伴い、給水
収益（水道料金収入）も事業収益も増収となりました。
　一方、事業費は、減価償却費や企業債の支払利息
の減少などにより減額となりました。この結果、損

益は、前年度と比較して増収増益となりました。
　主な取り組みとして、漏水調査などを基に配水管
布設替工事などを実施し、また、簡易水道では、竹
迫地区簡易水道の事業認可を変更して日向地区簡易
水道を統合しました。

平成22年度　水道事業会計決算

（億円）※上記金額には、消費税および地方消費税を含んでいません。
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資本的収入
4,311万6千円

資本的支出
2億9,846万4千円

水道施設を造るための予算（資本的収支）

加入金 3,328万円

不足額補てん
2億5,534万8千円

負担金 983万6千円

建設改良費など
2億657万2千円

企業債元金
9,189万2千円

内部留保資金で補てん
（前年度までの積立金など）

水道水をお届けするための予算（収益的収支）

水道料金　6億7,411万1千円収益的収入
7億208万3千円

その他の収入　
2,797万2千円

収益的支出
5億135万5千円

純利益
2億72万8千円

人件費・施設維持など
2億1,695万7千円

減価償却費など
2億3,025万9千円

企業債利息 5,413万9千円

積立金
（借入金の元金返済などに積み立て）

工業用水道事業会計決算
　平成 22 年度工業用水道事業会計の決算状況は、
有収水量が料金算定分および計量分とも増加したこ
とに伴い、給水収益（工業用水道料金および量水器
使用料収入）も事業収益も増収となりました。
　一方、事業費は、減価償却費の減少などにより減

額となりました。この結果、損益は、前年度と比較
して増収増益となりました。
　主な取り組みとして、工業用水道施設において電
気設備の変圧器盤を増設し、工業用水の安定供給に
努めました。

平成22年度　工業用水道事業会計決算

（千万円）※上記金額には、消費税および地方消費税を含んでいません。
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工業用水道施設を造るための予算（資本的収支）

資本的収入
836万円

負担金など
836万円

資本的支出
836万円

建設改良費
836万円

工業用水をお届けするための予算（収益的収支）

収益的収入
4,155万7千円 工業用水道料金　4,047万4千円

その他の収入
　108万3千円

収益的支出
3,734万2千円

人件費・施設維持など
1,617万4千円

減価償却費
2,116万8千円

純利益
421万5千円

積立金
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